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四国経済産業局情報政策室

四国におけるＩＴ経営応援隊事業の活動・展開

（平成２０年度「地域ＷＳ四国地域」用資料）
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地域の中小企業等が、ＩＴを利用・活用して経営革新、生産性向上を図る「ＩＴ経営」の実践
を自主的に進めることを促すため、官民連携のネットワーク（IT経営応援隊）を通じて、研
修事業、ベストプラクティスの収集・普及事業、地域連携支援事業を実施。

ＩＴ経営応援隊事業

・研修会を年間200箇所以上で実施
・平成22年度までに成功事例1,000件以上公表を目

研修事業

ＩＴ経営についての講義

グループによるディスカッション

ベストプラクティスの普及

事例集の提供

ＩＴコーディネータによる個別指導

普及啓発セミナー

全国９つの地域で支援

中小企業経
営者が受講

・ＩＴコーディネータ
・地域ソフトウェアセンター
・商工団体
・ＩＴベンダ
・中小企業支援機関

・金融機関
・税理士
・中小企業診断士

等

地域の支援ネットワーク形
成

北海道ＩＴ経営応援隊
東北ＩＴ経営応援隊
関東ＩＴ経営応援隊
中部ＩＴ経営応援隊
関西ＩＴ経営応援隊
ちゅうごくＩＴ経営応援
隊

四国ＩＴ経営応援隊
九州ＩＴ経営応援隊
沖縄ＩＴ経営応援隊
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ＩＴ経営応援隊の実施体制

本省

情報処理振興課

経済産業局（９地域）

情報政策課

※東北：情報・製造産業課、中国：
地域経済課 電子情報産業担当参
事官室、四国：情報政策室

本体事業（平成２０年度予算額 ３．１億）

地域連携支援事業（平成２０年度予算額 ３．１億）

委託

委託

全国レベルでの事業を実施

◎研修事業
◎中小企業ＩＴ経営力大賞
◎成功事例の情報提供
◎ＩＴ経営の普及に関する事業

経済産業省

地域特性に応じた事業を実施

①ＩＴ経営普及セミナー
②専門家（ＩＴＣ）による個別指導
③地域表彰
④地域プロジェクト 等
※上記は代表事例であり、地域毎に実施
する内容は異なる

実施者：民間団体（IPA、日商、ITCA）

提案公募

提案公募

実施者：民間団体等

実施期間：４月１日契約（～３月３１日）

実施期間：４～５月契約（～３月３１日）
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理念 経営戦略に基づいたIT利活用の普及

基本方針 ①２０１０年までに５０社以上のＩＴ経営実践企業の創出
②個別支援事業を中心により実践的事業展開
③支援機関ｺﾝｿｰｼｱﾑの機能強化及び専門家の協力体制確立

１９年度成果 ①ＩＴ経営力大賞のエントリー企業を２９社
②２６社の個別支援（成熟度診断３含む。）を実施

平成２０年度四国ＩＴ経営応援隊事業

事業の概要
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「中小企業ＩＴ経営力大賞」について

（１）目的
優れたIT経営を実現しかつ、他の中小企業のIT経営を取り組む際の参考となるような中小企業について、そ

の功績を経済産業大臣賞として讃えることにより、我が国経済を支える中小企業のITの利活用に取り組む意
欲の向上を図り、中小企業のIT利活用を促進することで、我が国経済の生産性向上、競争力強化に寄与する
ことを目的とする。

（３）平成１９年度表彰

平成１９年度は応募のあった４２９件の中から、審査委員会（委員長：伊丹敬之 一橋大学大学院教授）に
よる厳正な審査により、大賞（経済産業大臣賞）、優秀賞（日本商工会議所会頭賞、全国商工会連合会会
長賞、全国中小企業団体中央会会長賞、ＩＴコーディネータ協会会長賞、情報処理推進機構理事長賞）、審
査委員会奨励賞及び特別賞（中小企業庁長官賞）として２２件が選ばれ、四国管内からは、㈱山本製作所
（松山市）が審査委員会奨励賞を受賞しました。（その他ＩＴ経営実践認定企業として、一光電機㈱、㈱アオ
ヤマ、㈱ヒラノファステック、㈱高橋ふとん店、遠赤青汁㈱、㈱山本製作所、四国管財㈱、
富士製紙企業組合、愛媛旅行業協同組合、松山中央青果商業協同組合が認定）

（２）表彰の対象
優れたＩＴ経営を実現しかつ、他の中小企業のIT経営を取り組む際の参考となるような中小企業、及びそのIT

経営の実現に貢献した従業員等
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四国ＩＴ人材バンク
（専門家派遣を人材バンク事務局から派遣）

四国IT経営応援隊事務局、四国経
済産業局、有識者など

四国ＩＴ人材バンク事務局の主な業務
①優秀なIT指導者の確保（説明会・審査会）
②ＩＴ指導者の育成
③ＩＴ指導者の選定・派遣（要請）

□効率的な個別指導、専門家のスキル
アップのため、２名体制での個別指導
を認める。
例）経営系とIT系、メインとサブ、
総括指導とテクニカル指導

□支援機関が個別相談内容について、
ポイントを整理した上で、専門家に繋
げる。

□Ｈ２０地域力連携拠点事業と連携し
効率的な予算の執行
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地域力連携拠点事業

１．経営力の向上支援事業
①ＩＴを活用した経営管理
②経営革新
・・・・

２．創業・再チャレンジ支援事業
３．事業承継支援事業

四国の２５機関が今年５月末から実施
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地域力連携拠点の支援の流れ

悩む中小企業

・課題が見えない

・何か新しいこと
を

・事業承継の不安

経営診断による状
況把握

・経営指標分析
・同業種・規模比較

・将来見通しの提

示

経営戦略の立案

・経営力向上
・創業・新事業
・事業承継

・事業転換・再挑戦

システムの導入
→ＩＴコーディネータ

新たな販路開拓
→流通業ＯＢ
→マーケティング専門家

事業承継
→金融関係者
→技術指導員等

地 域 力 連 携 拠 点
（コーディネーター）

相談受付

派遣
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プラットフォーム開
発・運用コンソーシ
アム

小規模企業

インターネット

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
税務申告など

納税申告

社会保険、雇用保険、
商業登記等電子申請

商工会等

マル経情報
経営指導情報

財務情報

融 資

経営指導員

経営指導
記帳代行
など

活用 推薦

ｽﾓｰﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ経営支
援 ｻﾎﾟｰﾄ情報ｼ

ｽﾃﾑ

専門家
（税理士、社労士、
ITｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀな

ど）

財務ﾃﾞｰﾀ接続

電子申請

電子申請

顧客管
理ｱﾌﾟﾘ

e-Tax等申請ｱﾌﾟﾘ

税務申告ｱﾌﾟﾘ

財務会計、給与計
算等ｱﾌﾟﾘ

データ入力

国民生活
金融公庫

信用保証協会
民間金融機関

簡便なﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰス、共通機能（認証、課金
等）

中小企業向けＳａａＳプラットフォーム事業のイメージ
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【地域エージェント】…全国３０箇所×１千万円で公募予定

地元で知られるが他地域ではあまり知られない地域産品の魅力を、インターネットを活用して広く全国の消
費者に発信する
地域を代表して、全国の消費者からの評価の高い地域産品を、BtoB取引の成立に向けて売り込みを行う
地域産品の発掘、地域生産者等の支援等を行う

【中央エージェント】…（社）日本セルフ・サービス協会が受託（予算額：約２億円）
地域エージェントと消費者が情報交流できるブログサイトの開発・運用
地域エージェントに対するマーケティングノウハウの伝授など、人材育成事業の実施
小売店、飲食店等のネットワーク化を行い、BtoB取引の支援

【サイト上での活動】

地域エージェント

(1)中央エージェントが運用するサイト上に商品情報
をアップロード

(2)ネット上で消費者とコミュニケーション

【リアルの世界での中央エージェントと連動した活
動】(1)中央エージェントが実施するビジネススキルアッ
プのための研修を受講

(2)中央エージェントが実施する商談会等への参加

【リアルの世界での独自の活動】

(1)地域産品の発掘・確保

(2)地域生産者等の支援（研修会、説明会、商談会

の実施、マーケティング、商品改善のためのアドバイ
ス等）

中央エージェント

【サイト上での活動】

(1)地域エージェントが活用するBtoCサイトの開発・運
用

(2)ネット上で商品を評価する千人委員会の形成・運用

(3)BtoCサイトとBtoB取引の連携の仕組み作り

【リアルの世界での地域エージェントと連動した活
動】

(1)地域エージェントの人材育成研修の実施

(2)地域エージェントが参加する商談会、イベント等実施

(3)物流、決済等の面での地域エージェントの支援

連携

連携

【リアルの世界での独自の活動】

(1)サイトの集客力アップのための広報活動等

(2) BtoB取引先候補の発掘とネットワーク化

にっぽんｅ物産市プロジェクトの概要
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ＩＴコーディネータは、経営者の立場に立って経営とＩＴを橋渡し
し、真に経営に役立つＩＴ活用を支援するプロフェッショナル （Ｎ
ＰＯ法人ＩＴコーディネｰタ協会が認定）

課題解決

ＩＴ活用の課題

「ＩＴ経営」を支える重要な人材
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